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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２４年２月２日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２３年７月３日 ０７時３０分ごろ 

発生場所 パプアニューギニア独立国ニューギニア島北東沖２４０海里付近 

（概位 南緯０１°３７′ 東経１４８°０６′） 

事故調査の経過  平成２３年８月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第十八常磐
ときわ

丸六号
ろくごう

艇
てい

、２.６トン 

 ２１０－４６７６０新潟、大倉漁業株式会社 

 ７.６０ｍ×２.９９ｍ×０.８７ｍ、軽合金 

 ディーゼル機関、２４２kＷ（連続最大）、平成１１年６月 

 乗組員等に関する情報 第十八常磐丸船長 男性 ３７歳 

 三級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１６年１月２６日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２０年５月９日 

  免状有効期間満了日 平成２６年１月２５日 

第十八常磐丸機関長 男性 ４７歳 

 三級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 平成２年６月２９日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２１年１０月１６日 

  免状有効期間満了日 平成２７年６月２８日 

本船艇長（第十八常磐丸甲板長） 男性 ５３歳 

二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５４年５月１８日 

  免許証交付日 平成１８年８月２５日 

         （平成２３年８月２４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機排気管伸縮継手破孔、機関室内電線、主機のスターター、オルタネー

タ等焼損 

 事故の経過 

 

 第十八常磐丸（３４９トン、まき網漁船）は、船長及び機関長ほか２０

人が乗り組み、第十八常磐丸六号艇（以下「本船」という。）ほか２隻を搭

載し、まき網漁の目的で平成２３年５月２６日に静岡県焼津市焼津港を出

港して南進した。 

 第十八常磐丸は、７月３日０６時５０分ごろ、ニューギニア島北東沖の

漁場において、本船を降ろして操業を開始した。 



- 2 - 

 本船は、艇長及び甲板員が乗り組み、第十八常磐丸の揚網作業を手伝っ

ていたとき、０７時３０分ごろ機関室の通風孔から黒煙が出始めた。 

 艇長は、甲板員が開けた機関室入口蓋から黒煙の噴出を認めて機関室の

火災と判断し、主機を停止したのちに第十八常磐丸に無線連絡した。 

 機関長は、第十八常磐丸で揚網作業を行っていたが、本船の機関室火災

の連絡を聞き、一等機関士と共に持運び式炭酸ガス消火器を持ち、本船に

移乗して消火作業を行った。 

 本船は、鎮火したのちに別の搭載艇に引かれ、第十八常磐丸に揚収され

た。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れから雨、風向 北西から南西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 本船主機のバッテリーから主機のスターターに至る電気配線（以下「ス

ターター配線」という。）は、機関室右舷船尾寄りに置かれた２個のバッテ

リーから主機の排気管が配置されている右舷船側を通り、主機のスタータ

ーに接続されていた。 

主機の排気管伸縮継手は、スターター配線が敷設されている側に破孔が

生じており、同継手のラギングが黒く焦げて穴が空いていた。 

本船は、本事故後、乗組員により応急修理が施され、焼津港に帰港した

のち、修理業者による修理が行われた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

 本船は、ニューギニア島北東沖において操業

中、主機の排気管伸縮継手に破孔が生じ、高温の

排気ガスがスターター配線にかかったことから、

同配線の被覆が溶損して芯線が短絡し、出火して

付近の可燃物に延焼したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船がニューギニア島北東沖において操業中、主機の排気管

伸縮継手に破孔が生じ、高温の排気ガスがスターター配線にかかったた

め、同配線の被覆が溶損して芯線が短絡し、出火して付近の可燃物に延焼

したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、次の

ことが考えられる。 

 ・排気管伸縮継手を定期的に点検又は取り替えること。 

 ・機関室に火災探知器を設置することが望ましい。 

 




